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化学の知識を十分に有していなくても、染色の特性や
現象について、その原理から理解しやすいように解説し
ている。なお、本書は消費科学的な視点を重視し、繊維
製品の色に関するトラブルについて、根本的・本質的な
理解につながることに重点を置いている。消費者からの
苦情対応やトラブルの未然防止のための専門知識の習得
に役立つ一冊である。
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